
［事案 18-6］自動振替貸付無効・既払込保険料返還請求   

・ 平成 18 年 8 月 24 日 裁定申立受理 

・ 平成 19 年 2 月 27 日  裁定終了 

＜事案の概要＞ 

保険料を支払わなかったのは営業職員が集金に来なかったことが原因であるのに、申

立人の同意なく自動振替貸付が適用されたことは無効であり、既払込みの保険料全額を

返還してほしいとして申立てがあったもの。 

＜申立人の主張＞ 
保険料を毎月集金扱いで支払うことにしていたが、営業職員が会社発行の領収証を持

参して集金に来るべきところ、「今月は会社より領収証の発行がないから集金に行かな

い」と言って集金に来ないことがあり、未集金の保険料について契約者の同意がないま

ま、自動振替貸付が適用された。なお、保険料未払込により平成 17 年 10 月に契約が失

効したが、保険会社には契約から終了日まで保険契約を守る義務があり、保険契約が失

効したのは保険会社の監理義務契約違反に因るものであるので、契約時から支払った保

険料全額を返還してほしい。 

＜保険会社の主張＞ 
以下により自動振替貸付は有効である。また申立人は過去に入院給付金を受領し契約

者貸付を受けている以上、契約当初からの保険料全額返還という申立人の請求に応じる

ことはできない。 

（1）申立人は猶予期間に保険料を支払わないことも多く、約款所定の自動振替貸付を
受けていたものであり、同貸付を行うのに先立ち「保険料未払込の案内」「振替予

告通知」を渡し、月末までに支払わないときは同貸付となる旨説明していた。事後

的には「保険料立替えのお知らせ」「立替え金返済のおすすめ」等により自動振替

貸付の内容について書面等により説明していた。また申立人は当初、利息の減免を

求め自動振替貸付の事実について特に異議を挟んでいなかった。 
(2)  「会社発行の領収証がないという理由で営業職員が集金をしなかった」という申立
人の主張は、会社の自動振替貸付が最大半年分の保険料につき一括処理され、予め

自動振替の手続きがとられている月については、集金が不要となることについての

申立人の誤った理解によるもので、営業職員は集金すべき月には毎月訪問しており、

営業職員の集金時の取扱いに疎漏はない。 
(3)   申立人は自動振替貸付についての各種通知を受け取り、営業職員の説明等から立
替保険料に半年複利の利息が加算されることについて理解しており、保険料未払込

みが原因で失効した本件契約にあって、解約返戻金から振替精算額を控除すること

は全く問題ない。 
＜裁定の概要＞ 

裁定審査会では申立書、答弁書にもとづいて、申立人の意思に反して自動振替貸付が



行われたかどうかについて検討を行った。自動振替貸付の各書面が申立人に送付された

かについて申立人の明確な認否はなかったが、保険会社において同書面を申立人に送付

しなかったとする特段の事情は窺えないことから、申立人にも自動振替貸付に関する各

書面が送付され、申立人は自動振替貸付が行われたことを認識していたと考えられた。

また、約７年間に 10回にもおよぶ自動振替貸付がなされていたことから、同制度の適
用を容認していたと言わざるを得ない。 
従って、申立人が明確に自動振替貸付に同意したか否かは別として、少なくとも自動

振替貸付が行われることを希望しない旨の届出はしていなかったと言うことができ、保

険会社が自動振替貸付を行うことは申立人の意思に反していたとは言えないことから、

申立てには理由がないとして、裁定書をもってその理由を明らかにし裁定手続きを終了

した。 
 


